
Ｂ　小･中･特別支援学校の部

Ｎｏ．１　　国　語
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

千曲市立 17 しなの鉄道戸倉駅下車徒歩１５分
戸倉小学校 (2)

川上村立 ７ ＪＲ小海線　信濃川上駅下車
川上中学校 (1) タクシー１０分

Ｎｏ．２　　社　会
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

千曲市立 11 しなの鉄道屋代駅下車徒歩１５分
埴生中学校 (2)

ＮＯ．３　　算数・数学
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

飯田市立 8 ＪＲ飯田線桜町駅下車徒歩３分
浜井場小学校 (2) 中央自動車道飯田ＩＣから１０分

中央自動車道飯田駅バス停から徒歩15分

千曲市立 12 しなの鉄道屋代駅下車徒歩２０分

更埴西中学校 (2)

社会的事象を自己に引き寄せる社会科学習
　(1) 生徒が事実認識のズレを感じたり、社会的事象とのつながりを感じたりする事象との出合い
　(2) 友の考えや資料などから、新たな発見をしたり、自分の考えがゆさぶられたりする追究場面の設定
　(3) 社会的事象を自分なりにとらえ、自分が学んだことを学習カードなどに表現する振り返りの場の設定

　「浜小ドリル」により、子どもたちの学ぶ意欲と算数的な思考・活用・表現の力を高めている。
（１）思考力・活用力の伸長を意図した問題の自作
　解答を出すだけでなく、文章問題や図形問題を読み取り、様々な手法（絵図・表・グラフ・補助線等）を駆
使する過程を大事にした多様な問題作りをする。
（２）全校ドリルタイムの設置と進め方の工夫
　ドリルタイムとして全校朝活動の時間を充てる。その時間は追求とまとめとをセットにし、中途半端にさせ
ないようにする。また、各学級ごとにエンドゴール（学級全員が到達したい目標）が設定され、子ども同士が
学び合ったり教え合ったりしながら目標を目指す。この過程で子ども同士のコミュニケーションや表現力・思
考力等が練り合わされることも意図している。ドリルは、絵図で解き方の道筋を表現し、教師や仲間に絵図を
使って解き方の道筋と導かれた解答を説明する。
（３）自己伸長を実感し、表現力を伸ばす評価の方法
　まとめやふり返りを大切にする。力の定着や学習への意欲化は、このふり返りこそ大切であると考える。そ
のため、毎回のドリルタイムの終末に「ドリル記録カード」を用いて自己評価させる。また、月１～２回、
「伝える学習」を実施し、月間中に取り組んだ問題の中から１問を選択して、級友や保護者に説明する機会を
設けている。このことを通して説明力、コミュニケーション力の伸長をねらう。

「生徒の学習力をつける数学指導のあり方」…毎時間一連の流れでの学習展開
「教えて考えさせる授業」（東京大学教授市川伸一先生提唱)を全教科で実施
　(1) 予習学習の推進(家庭学習として)
  (2) 学習の要点説明(教師が教える)
　(3) 学習の要点の確認(理解段階）…理解しているか友と確認し合う
　(4) 学習の要点の活用(理解深化）…理解した内容を生かして挑戦する
　(5) 自己評価・・・学習の振り返り

〒３８９－０８０４
千曲市戸倉１７５６
℡０２６－２７５－００７２

研究の重点：確かな学力の向上
(1)様相図 … 子どもの「読み」が深まっていく様子と教師の支援を図式化
(2)３つの支援 … 变述の限定／共通点・相違点の明確化／根拠の伝え合い
(3)支援する立場 … 中立の立場でコーディネート／視覚化支援の工夫

グループ学習を通して、言語力を高めていく国語学習
（１）グループ学習の目的や必要感、追究することを明確にして、互いに聞き合い、教え合い、認め合うこと
で実生活で生きる言語力を高めている。
（２）地元ケーブルＴＶから受ける機会の多い「インタビュー」を学習に位置付け、公の場にふさわしい言葉
を互いに考え合い、高め合っている。

〒３８７－００１２
千曲市桜堂１００
℡０２６－２７２－００１５

〒３８４-１４０６
南佐久郡川上村原３３
℡０２６７－９７－２１０４

〒３８７－００２１
千曲市稲荷山１３４
℡０２６－２７２－１５１５

〒３９５－００１３
飯田市小伝馬町１－３５０３
℡０２６５－２２－５１２３

(特別支援学
級)

(特別支援学
級)

(特別支援学
級)

平成２３年度更埴教育会
全郡研究会会場校

平成２３年度教育課程研
究協議会会場校

平成２３年度教育課程研
究協議会会場校

平成２３年度信教全県大
会会場校
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ＮＯ．３　　算数・数学
飯山市立 13 JR飯山線
城北中学校 (4) 戸狩野沢温泉駅下車徒歩１５分

Ｎｏ．４　　理　科
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

長野市立 14 JR信越線豊野駅下車徒歩１０分
豊野西小学校 (2)

Ｎｏ．５　　図画工作・美術
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

長野市立 14 長野駅下車徒歩８００ m

山王小学校 (3)

Ｎｏ．６　　体育・保健体育
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

中川村立 8
中川東小学校 (2) 飯田線飯島駅又は伊那大島駅より

タクシーで２０分

伊那市立 7 ＪＲ飯田線伊那市駅からタクシーで約１０分

伊那西小学校 (1)

千曲市立 18 しなの鉄道戸倉駅下車徒歩５分
戸倉上山田中学校 (3)

上田市立 21 ＪＲしなの鉄道　国分寺駅下車 平成２２年度
神川小学校 (2) 徒歩8分 教育課程研究

協議会会場

「心も体もたくましく、楽しみながら体力の向上を目指す子どもたち」をテーマとし、①朝の活動時間を利用
し、全校児童が新体力テストに取り組める環境を設定、②朝の活動に「スポーツの時間」を毎週一回位置付
け、全校ゲームや縄跳び、リズムダンスを年間を通して実施、③取り組んでいるたてわり班活動(「フレン
ド」）の中でも、体力テスト・球技・マラソン・体を使った遊びなど実施、④教科体育ではめあて学習を大切
に取り組んでいる。

敷地内にある林間コースを走る「林間マラソン」、学区にあるスケート場で行うスケート学習、雤天時のサー
キットトレーニングを全校で実施するなど、年間を通して体力向上を図る取り組みを行っている。

どの子も気剣体一致の１本をとる喜びを味わう剣道の授業
①無理なく技が習得できる技習得サイクル
②剣道の醍醐味を味わう技能のスリム化
③豊かなかかわりをうみだす道場の工夫

友とかかわりながらボール運動の魅力を味わう授業の創造
(1)フラッグフットボールを中心に、全学年で系統的な実践。
(2)低学年の鬼遊びから高学年のフラッグフットボールでつける力の明確化。

中学校と高等学校との連携による学力向上の取組
　(1)通年にわたる授業交流
　　　①　城北中学校における飯山北高数学科教諭によるＴＴ指導
      ②　飯山北高における城北中学校数学科教諭によるＴＴ指導

学校のまわりの環境を生かした理科教育の取組
○四季を通じての昆虫の観察
○地元の特産であるリンゴの栽培と植物の学習

「花と歌と絵のある学校」を合言葉に「一人一人の特性を把握しその子らしさを生かす教育」「絵のある環境
づくり」を推進。
・計画的に年間20回ほどの「えがく・つくる時間」を設定し、全クラスが一斉に様々な造形活動を行ってい
る。
・校内での作品掲示、作品紹介を通して「その子らしさ」が大切にされている。

〒３８９－１１０６
長野市豊野町石１８８０
℡０２６－２５７－３７００　　

〒３８９－２４１３
飯山市大字照里８０８
℡０２６９－６５－２００１

〒３９９－３８０１
上伊那郡中川村大草４０２３
℡０２６５－８８－３０１１

〒３８０－０９３６

長野市中御所岡田３０－１
℡０２６－２２６－４４０５

〒３８９－０８０４
千曲市戸倉２５００
℡０２６－２７５－００６９

〒３９６－００２７
伊那市ますみヶ丘６９４９－２
℡０２６５－７２－３１４５

〒３８６-００１６
上田市国分１３８６
℡０２６８-２２-５３０２

平成２３年度教育課程研
究協議会会場校

(特別支援学
級)

(特別支援学
級)

通年

通年

(特別支援学
級)
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ＮＯ．７　　外国語活動・外国語
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

池田町立 13 交通案内
会染小学校 (2) JR大糸線信濃松川駅下車バス　10分

篠ノ井線明科駅下車バス　20分

飯島町立 15 ＪＲ飯田線
飯島小学校 (3) 飯島駅下車

徒歩約１０分

飯田市立 36 中央自動車道
伊賀良小学校 (6) 飯田IC下車３分

下諏訪町立 ＪＲ中央本線
下諏訪北小学校 下諏訪駅下車

徒歩約２５分

小布施町立 25 長野電鉄小布施駅下車徒歩５分
栗ガ丘小学校 (2) 上高井郡小布施町小布施1447-1

Ｎｏ．８　　特別活動
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

松本市立 12 バス信大横田循環線
女鳥羽中学校 (2) 総合体育館前下車

徒歩１０分

飯田市立 ７ ＪＲ天竜峡駅下車タクシー２５分
千代小学校 （1）

○全職員で、外国語活動の校内研修を実施している。
（1）校内研修の成果をもとに、授業公開をして指導力向上に結びつけている。
（2）日報に「今週の英語」欄を設け職員に紹介するとともに、職員朝会で扱う。

教育課程特例校指定による「英語教育」の推進
・１、２年２０時間、３～６年３５時間の英語の授業を実践している。（平成１６年度より）
・英語学習のプログラムは、町が契約している英語教育会社が小学校英語活動用に開発した「レシピ方式」を
採用。
・英語授業のメインは外国人講師、担任はサブの役割だが、担任がメインとなる活動も研究中。
・毎年二学期に実施している「国際理解週間」に、児童が学んだ英語を試す「インターナショナルデー」を設
けている。

平成14年度より「自問清掃」を取り入れ、学校教育の大きな柱としてグランドデザインに位置づけている。
「自分が成長する時間」として位置づけ、清掃という行為を通して、自己のあり方を自らに問いかけながら、
自ら考え、正しく判断し、行動できる心豊かな人間形成を目指している。

異年齢集団活動（１）年間を通した多様な異年齢集団活動
　　　　　　　（２）縦割りグループによるダンスのアレンジと校内コンクール
　　　　　　　（３）願いや目的を共有するための支援
　　　　　　　（４）児童理解をもとにした教師間の情報の共有

地域人材をＡＬＴとして活用した外国語活動の実践
（１）日本人ＡＬＴが外国語活動の推進にかかわり、学級担任と連携をして授業を行っている。
（２）日本人ＡＬＴが、児童に理解可能な英語を話し、学級担任が児童の理解を確認しながら進めるティーム
ティーチングを行っている。

・外国語活動のための校内職員研修を随時実施する。
・１年～４年生で、年間１０時間程度、国際理解活動の時間を実施し、５、６年生の外国語活動の更なる素地
を育成している。

〒399-8602
北安曇郡池田町会染５６６３－１
℡０２６１－６２－２０２３

〒３９５－０１５１
飯田市北方３８７２－１
℡０２６５－２５－７２０８

〒３９９－３７０２
上伊那郡飯島町２４２６
℡０２６５－２５－７２０８

〒３９０－０３１６
松本市原１０８５－２
℡０２６３－４６－０２８５

〒３９３－００９３
諏訪郡下諏訪町社７２６７
℡０２６６－２７－２２８８

〒３８１－０２０１

℡０２６－２４７－２０２４

〒399-2222
飯田市千代3166-2
℡０２６５－５９－２１０２

積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成に焦点をあてて小中で連携しながら取り組んでいる実
践
（１）低学年から国際理解教育の一環として英語や外国の文化に触れる実践がされている。
（２）学級担任とALTとの連携が密に図られ、英語に慣れ親しむ活動の充実が図られている。
（３）学区内の中学校（小布施中学校）との連携が図られ、教師同士、子ども同士の交流の中で英語教育の連
携が図られている。

小中連携しながらの英語
教育の実践

16
(2)

(特別支援学
級)

(特別支援学
級)
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Ｎｏ．９　　総合的な学習の時間
　　（１）国際理解教育

学級数 〒 交通案内
学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等

電話
駒ヶ根市立 18 ＪＲ飯田線
赤穂南小学校 （4） 小町屋駅

徒歩２０分

　　（２）情報教育
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

松本市立 19
山辺小学校 (2)

富士見町立 17 中央本線　富士見駅下車
富士見小学校 (２) 徒歩２０分　（約１.５キロ）

長野市立 12 しなの鉄道稲荷山駅下車
塩崎小学校 (2) 徒歩１０分

　　（３）環境教育
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

松本市立 15 JR篠ノ井線松本駅下車
源池小学校 (3) 徒歩２０分（約１．５キロ）

松川村立 22 JR大糸線 信濃松川駅下車
松川小学校 (3) 徒歩3分

本校にある源池の森周辺はみどり豊かな環境が歴史的に作られてきた経緯があり、そこではいろいろな学習活
動が展開されている。学校にある池や近くの田んぼ、川の生物の観察、アイガモの飼育、ツリーハウス作り
等、各学級でみどり学習（総合的な学習の時間及び生活科）として子どもたちが主体的に追究できる課題を長
期間にわたって取り組み、その発表の機会も設けている。

「松川村農業小学校」との交流を通して食農体験活動に取組み、地域の方々とかかわりながら心と体を育む学
習を進めている。
(1)アイガモや田ゴイを活用する米の有機栽培
(2)米・食味分析鑑定コンクール国際大会への参加（金賞受賞）
(3)アフリカ・マリ共和国へ収穫米を発送する支援
(4)摘花から収穫まで年間を通して取組むりんご作り

・学区内にあるＪＩＣＡ訓練所の青年海外協力隊の隊員との交流を通して、外国の文化に触れている。年３
回、交流会を企画する。
・平成１６年末に校内に「世界情報センター」を解説した。

ＮＩＥ教育の推進
（１）テーマ「社会の出来事に対してもった考えを練り上げていく新聞の活用」
（２）資料を集め、まとめ、読み取り、根拠をもとに考える授業展開の工夫
（３）新聞を読み解き、事実を根拠として自分の考えを練り上げる子どもを目指して　（社会の出来事に目を
向ける子ども、情報を正しく読む子ども、自分の考えを練り上げる子ども）

学校ホームページ作りを中心とした、情報教育を実施している。
（１）児童・保護者と共にホームページを作り、学校の様子を発信している。
（２）５年間連続長野県の代表となっている。

フューチャースクール推進事業
○総務省の委託で、平成22年10月より、未来の学校を創造する研究をしている。
○1人1台のタブレットＰＣや電子黒板、無線ＬＡＮなどの環境が整っている。
○ICT支援員も協力して、各学年楽しみながら授業を進めている。

〒３９９－４１０２
駒ヶ根市飯坂１－１９－１
℡０２６５－８３－７１５５

〒３９９－０２１１
富士見町富士見２８８２
℡０２６６－６２－２１２６

〒３９０－０２２２
松本市入山辺３４
℡０２６３－３２－２６１９

〒３９０－０８１２
松本市県３－５－１
℡０２６３－３２－０２０７

〒３８８－８０１４
長野市篠ノ井塩崎３３３３
℡０２６－２９２－２２５１

〒399-8501
北安曇郡松川村7016-1
℡０２６１－６２－２０６９

(特別支援学
級)

通年

23年度・24年度新聞活用
(NIE)教育研究指定校

JR篠ノ井線松本駅下車アルピコバ
ス入山辺線教文センター前下車徒
歩１５分

(特別支援学
級)

(特別支援学
級)
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　（３）環境教育

安曇野市立 26
豊科南小学校 (4)

高森町立 26 JR飯田線下市田駅下車徒歩１５分
高森南小学校 (2) 中央自動車道松川ICより１５分

下諏訪町立 15 ＪＲ中央本線下諏訪駅下車
下諏訪北小学校 (2) 徒歩約２５分

駒ヶ根市立 21 JR飯田線駒ヶ根駅下車徒歩１０分
赤穂東小学校 (4) 中央自動車道駒ヶ根ICより１０分

小諸市立 15 しなの鉄道　小諸駅下車
坂の上小学校 (2) 徒歩１５分

　　（４）福祉・健康教育
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

松本市立 14 JR篠ノ井線松本駅アルプス口より
田川小学校 (2) 徒歩１０分

長野自動車道松本ＩＣから車で５分

安曇野市立 22 JR大糸線穂高駅下車
穂高南小学校 (2) 徒歩１５分

上田市立 11 しなの鉄道上田駅下車
真田中学校 (2) バス　菅平線30分

　　　真田地域自治センター前下車
　　　徒歩１分

JR大糸線南豊科駅下車
徒歩２０分

平成23・24年度長野県青
尐年赤十字研究指定校

人との関わりの中で、一人一人が願いを持ちその実現に向かって主体的に取り組む総合的な学習の時間
（１）全校で取り組む『福祉ひろば』のお年寄りとの交流活動
（２）エコ活動・募金活動を通じて人と関わりながら人の役に立てる活動の実践

生徒自らが課題を設定し、実践につながる追究をしていく健康教育　(1)　総合的な学習の時間を中心とした、
「食」に関する体験活動の重視　(2)　生徒会（保健委員会・給食委員会）、PTA、地域の方、専門的な立場の
方との連携（健康フォーラムの実施）　(3)　日常活動での健康教育（健康チャンネル、食育便り、自分で作る
弁当の日、生徒が作る給食献立　等）

校内に森のビオトープ（１つ）と水のビオトープ（２つ）がある。保護者、地域、子ども、先生方の協力によ
り完成したもので、総合的な学習の中に、自然との関わりや環境に関する視点を取り入れて子どもたちが学ん
でいる。また、水の取水先となっている「十ヶ堰」の清掃など、地域の環境保全にも努力している。

平成１９年度外断熱、ペアサッシ等のハード面のエコ改修を終えた。２０年度から実際に中で暮らす子ども達
のソフト面の充実を願って「開けたら閉めるエコ宣言」「みどりのカーテン」「黒塗りペットボトル温水活
用」など身近な取り組みから全校あげて取り組んでいる。そして環境教育への発展を願っている。平成22年度
「３R推進功労者表彰」推進協議会議長賞を受賞。

アマゴの飼育と地域の「砥川」への放流
　・卵をふ化させ、飼育し成長した稚魚を、学区内を流れて諏訪湖に注ぐ砥川に放流する実践
　・１１月末、アマゴの卵を１、３、５年の全学級に配分。学級ごとに水槽で飼育しながら、成長の様子を観
察。４月上旬に、砥川に放流する。
　・昭和６３年の冬から始まり、以来毎年この活動を続けており、本年度２４回目の飼育活動。
　・地域が行う砥川の清掃活動にも有志児童が参加。

セルフエスティーム（自尊感情）の向上と育成を基盤とした健康教育
（１）課題に気付くための体験的な活動など、自己課題を追究する授業構想の工夫
（２）６年間の育ちを見据えた年間指導計画やクロスカリキュラムの作成
…担任・養護教諭のＴＴ等、授業の工夫　指導案・資料等を掲載した「実践事例集」
（３）保健講演会の開催や健康ファイル作成など、保護者と連携して進める健康教育

平成17年度「省エネモデル校」に認定されたことをきっかけにエコ活動が本格化。児童会エコ委員会の活動と
して「無駄な電気を消すエコパトロール」「牛乳パックやふた集めによるネパール植林支援活動」を行う。花
壇や畑の水やりに「雤水貯蔵タンク」を利用したり、冬期清掃時に「太陽光利用湯沸かし反射板セット」を利
用している。
平成22年、校舎屋上に太陽光発電パネル新設。21年度「３R推進功労者等表彰」文部科学大臣賞・23年度同推進
協議会会長賞を受賞。

〒３９９－８２０５
安曇野市豊科２７２３
℡０２６３－７２－２１５４

〒３９９－８３０３
安曇野市穂高7217－1
℡０２６３－８２－２０４４

〒３９０－０８４１
松本市渚１－５－３４
℡０２６３－２６－１３７７

〒３８６-２２０１
上田市真田町長６３２６-１
℡０２６８-７２-２０２３

〒３９３－００９３
諏訪郡下諏訪町社７２６７
℡０２６６－２７－２２８８

〒３９９－４１０２

〒３９９－３１０３
下伊那郡高森町下市田２２２８
℡０２６５－３５－２２５０

駒ヶ根市飯坂１－１９－１

平成２１年度教育課程研
究協議会会場・平成２３
年度健康教育推進学校表
彰「優良賞」受賞

平成23年度青尐年赤十字
研究推進校

〒３８４-０８０１
小諸市学校版ISO14001の推進に取り組み、平成２２年度リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰
において文部科学大臣賞を受賞。
(1) 段ボールとアルミ缶の回収 (2) 耕作放棄地の再生 (3)生ゴミリサイクル (4)ヘブンリーブルーによるグ
リーンカーテン

小諸市甲３１５０-２

℡０２６７-２２-０２２４

(特別支援学
級)

℡０２６５－８３－７１５５

小･中･特別支援学校の部 5



　　（５）地域の学習
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

箕輪町立 8 中央自動車道伊北ＩＣから
箕輪西小学校 (2) 南西方面へ約１５分

飯田市立 8 ＪＲ飯田線川路駅下車徒歩２０分
竜峡中学校 (2)

大鹿村立 3 中央道松川ＩＣ下車。県道５９号
大鹿中学校 (通称：小渋線）を東へ約４０分。

JR飯田線 伊那大島駅下車
(バス５０分)

長野市立 8 国道１９号「新町行き」バス
信州新町小学校 (1) 新町バス停下車徒歩５分

上田市立 ６ 千曲バス青木線
浦里小学校 出浦バス停下車徒歩３分

東御市立 13 しなの鉄道　田中駅下車
祢津小学校 (2) 千曲バス祢津線１５分

上信越自動車道　東部湯の丸イン

川上村立 6 〒３８４－１４０３
川上第二小学校 南佐久郡川上村秋山５５２

℡０２６７－９９－２２０４

地域に息づく自然や人々の生き方に学ぶ学習
 ○学校の周りの豊かな自然や歴史を五感を通して学ぶ「わんぱく体験」
 ○学校林を利用した総合的・横断的な学習
 ○地域の伝統を受け継ぐ古田人形クラブの活動
 ○学校外の方による教育ボランティアの充実　　等

地域に受け継がれている今田人形（人形浄瑠璃）に取り組み、地域の文化を主体的、協同的に学ぶ生徒
（１）学年の枠を越えた縦割りグループによる学習や地域の保存会の方との交流による、より良い人間関係を
築く力の育成
（２）今田人形の歴史や表現技能に学び、いいだ人形劇フェスタ、伊那谷人形浄瑠璃中学生サミット、伊那人
形芝居など様々な機会に上演する場を求める主体的な学習

全校生徒による「大鹿歌舞伎」への取組
　・学校経営ビジョン「大鹿村を愛し、伝統や文化・歴史を受け継いで村の
 　次世代を担っていこうとする生徒の育つ学校」に基づいた総合的な学習
　 の実践。
　・学校支援に熱心な地域の方々からの歌舞伎指導、文化祭における中学生
　 歌舞伎の公演。
　・「感謝」を合言葉とした生徒会主催の奉仕活動…村の歌舞伎が開催され
 　る２つの神社の清掃活動等。

地域素材を生かした総合的な学習の時間の取組
○３年生は、信州新町の名産である「ジンギスカン」に着目し、子どもの意識の流れに沿ったウェビングマッ
プを作成し、ジンギスカン食堂を取材したり、漬け込みダレを自分たちでつくり、実際に調理してみるなどし
て、探究的な活動を行っている。

学校近くの神社には、日本最古の農村歌舞伎の回り舞台があり、地域では大人歌舞伎の伝承が行われている。
子どもたちは、「ネッツタイム（クラブ活動）」の時間に、地域の方から伝統芸能である歌舞伎を学び、発表
会を行なっている。（１）「祢津小子ども歌舞伎クラブ」が、地元東町歌舞伎保存会の方から専門的な指導を
受けながら歌舞伎の演目の練習をする。（２）校内での発表の他、地域の歌舞伎公演にも出演し、練習の成果
を発表している。（３）公演に向けて、地域の方から多くの支援をいただいている。

〒３９９－４６０１
上伊那郡箕輪町中箕輪５７１５－１

〒３９９－３５０１
下伊那郡大鹿村鹿塩２９５２
℡０２６５－３９－２２２０

〒３８９-０５０６

〒３９９－２４３１
飯田市川路４３７０
℡０２６５－２７－２１６３

〒３８１－２４０５

上田市浦野２３７番地
℡０２６８－３１－２００１

小海線－信濃川上駅下車
村営バスー秋山中央下車２５分

ふるさと学習「源流学習」　４年目　　１　概要：地域の講師を招いてそば打ち、ゲートボール、川上の歴史
探究、川上犬探究等地域を素材にして体験活動を行っている。　自然環境教室もある。　２　平成23年度の特
徴：親子参加型への発展。　３　効果：子ども達の地域に対する多面的な理解の向上。地域の方との触れ合
い、活動を楽しみにしている。

長野市信州新町新町630-1
℡０２６－２６２－２０４３

℡０２６５－７９－２４２３

複数年の実績

〒３８６-１５４６
「ふるさと（浦里）に学ぼう」を合言葉に、地域の方とかかわりながら学校周辺に広がる豊かな自然や、多く
の歴史的文化遺産などから学ぶ学習を進めている。（１）アイガモやフナを使った有機農法による稲作、大根
を使った「浦里漬け」づくり、大豆からの豆腐づくりなどの農業体験や食育学習。（２）地域講師の話や現地
調査による地域の歴史的文化遺産の学習。（３）地域の方を招いて生活科・総合的な学習の成果を示す「ふる
さと学習発表会」の実施。

文部科学省指定コミュニ
ティー・スクール推進事
業調査研究校（H21、22）

通年のクラブ活動と地域
での公演

東御市祢津１００９番地
℡０２６８－６２－０２５４

(特別支援学
級)
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Ｎｏ．１０　　キャリア教育
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

飯田市立 11 ＪＲ飯田線飯田駅下車徒歩２０分
飯田西中学校 (4) 中央自動車道飯田ＩＣから２０分

中央自動車道上飯田バス停から徒歩１０分

Ｎｏ．１１　　学校経営
　　（１）尐人数授業

学級数 〒 交通案内
学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等

電話
軽井沢町立 17 信濃鉄道 中軽井沢駅下車
軽井沢中学校 (4) 徒歩　１５分

　　（２）小中一貫教育
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

辰野町塩尻市 8 ＪＲ中央東線（辰野線）
小学校組合立 (2) 小野駅下車　徒歩８分
両小野小学校

塩辰組合立 4
両小野中学校 (1) JR飯田線

小野駅下車徒歩　　　20分

　　（３）学校種間の連携（幼保小中）
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

長野市立 3 県道長野大町線「高府行き」バス
中条中学校 中条高校前バス停下車徒歩５分

通年

H24年度から「特別教育課
程特例校」に指定

1.基礎・基本の定着と自ら学び自ら考える学習を通して表現力を育成することを目指し、数学科・英語科にお
いて尐人数学習を実施。友と関わりながら、筋道を立てて説明する力や聞き手に正しく伝わるよう話す力を視
点に生徒の実態にあったコース編成を工夫。
2.数学では、全学級を習熟の程度に応じ、基礎コース(10名以内）と一般コースを設定し、全ての生徒の学力向
上を図っている。英語では、全学級を２つの等質な尐人数コースに編成し、個に応じた手厚い指導に心がけて
いる。

・愛称「両小野学園」として、両小野中学校と施設分離型の小中一貫教育に取り組んでいる。
・小中９年間を見通したカリキュラムに基づく教科指導、児童・生徒の交流、職員の相互乗り入れによる指
導、合同の職員会、研究会・研修会に取り組んでいる。
・文科省の教育課程特例校の指定を受けて、地域の人やものやことを対象とした探求的、体験的、創造的な学
び「たのめ科」（新領域）を実践している。

小中一貫カリキュラムの実施（平成２３年度から）
（１）小中一貫教育のカリキュラムの作成
（２）地域から自分の生き方を学ぶための新領域「たのめ科」の設置

地域と共に育てる保・小・中連携型一貫教育
中条の保育園、小学校、中学校が１５歳の子ども像を共有し、学校・家庭・地域が連携し子どもを育成するた
めに、保・小・中の連携と接続を大切にした連携型一貫教育を行う。合同音楽集会では、保・小・中の子ども
たちが一堂に会し、子どもたちが作詞して誕生した合唱曲「ふるさと中条」をテーマ曲として歌い味わってい
る。

（１）全校活動で行う３年間のキャリア教育カリキュラムの研究
　　　１年：宿泊農業体験を中心とした飯田市の農業や食を考える学習
　　　２年：５日間連続の職場実習を中心とした体験的な学習
　　　３年：風越山での林業体験と地域に貢献する学習
（２）小中連携したキャリア教育の研究
　　　職員のキャリア教育合同研修
　　　生徒の交流（探鳥会、かざこし学習発表会、正月あそび・もちつき体験）
（３）地域で子どもを育てるため学校外の教育力を活用する組織の構築
（４）飯田市教育委員会との連携による実践研究と情報発信

〒３８９-０１１１

〒３９５－００６１
飯田市正永町１－１２１５
℡０２６５－２２－０１４３

〒３９９－０６０１
上伊那郡辰野町大字小野1164
℡０２６６－４６－２０２４

北佐久郡軽井沢町長倉２４５４
℡０２６７－４５－６１８０

〒３８１－３２０３
長野市中条２３２８
℡０２６－２６７－２２０６

〒３９９－０６５１
塩尻市北小野１３３８９
℡０２６６－４６－２９５７

(特別支援学
級)

(特別支援学
級)

(特別支援学
級)

(特別支援学
級)
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（３）学校種間の連携（幼保小中）

野沢温泉村立 6 JR飯山線戸狩温泉駅下車
野沢温泉 (2) 車で約２０分
中学校

（和田学校）
和田保育園 ①上田菅平ICより国道142号線 28km
和田小学校 ６ ②岡谷ICより国道142号線 26km

和田中学校 ４

　　（４）開かれた学校づくり
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

阿南町立 3
阿南第二中学校 (1)

21 しなの鉄道上田駅下車
(3) バス別所線塩田町駅下車 徒歩２分

　　（５）その他
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

諏訪市立 24 中央自動車道　諏訪ＩＣ　５分
中洲小学校 (3)

飯田市立 3 中央道　山本ＩＣより２０分
竜東中学校 (2)

地域の教育力を生かした学校づくり
（１）「はなのき大学」講座（年間１４回）開催による地域理解や発信、地域の方々との連携
（２）河川清掃・環境整備･学校林下草刈り等、地域の方々との協働活動
（３）地域の伝統文化（盆踊り・雪祭り）の継承活動

学校づくりのために、地域ぐるみで学校を支援する「学校支援ボランティア」の実践
（１）しおだっ子応援団による学習支援教室に入れない生徒の学習支援、授業での教師補助・個別の学習支
援、外国籍の生徒への日本語指導(支援者２０名）
（２）しおだっ子応援団による環境整備　花壇の手入れ、水やりなど(支援者２０名）
（３）行事ボランティア(地域めぐり等)随時

コミュニティスクールとしての活動
○学校の要望に従い、６つの部会にわかれて地域の方が主体的に関わり、充実した活動を進めている。
①学習支援部会：小刀やカッターナイフなど危険の伴うものや、ミシン･九九の定着指導など複数支援者の協力
を得たい活動などの支援
②ものづくり部会：そばや米などの農作物の栽培と収穫･調理、手作りおもちゃの製作の指導および支援
③ＰＣ支援部会：パソコンクラブの指導及び支援、メール配信や校舎配置図の作成等
④安全教育部会：登下校の安全指導、避難訓練や防犯訓練などの指導助言
⑤交流教育部会：カリンの栽培・収穫を通した多額年との交流指導及び支援、デイケアや保育園等他団体との
交流支援
⑥施設支援部会：校舎内外の施設の修理及び改修等

家庭学習の充実に向けた取り組み
〔生徒向け説明会〕①「グランドデザイン」説明会（４月当初）
　　②家庭学習ガイダンス
〔職員の取り組み〕①学習改善チームを中心とした家庭学習の見直し
　　②「生活改善チーム」を中心とした生活時間の見直し

○野沢温泉村保小中連携プロジェクトとして村全体で子どもを育てる取組
（１）英語においては、小学校への出前授業、飯山北高から英語科職員の支援を得ての授業と小・中・高でつ
なげていくカリキュラムを実践している。
（２）保・小・中での授業を通しての研究会が年間を通して位置付けられている。

和田の地域に支えられた保・小・中連携教育
・和田の保育園、小学校、中学校が願う子ども像を共有し、学校・家庭地域が連携し子どもを育成するため
に、保・小・中の連携と接続を大切にした連携型一貫教育を行う。学校行事への参加や合同開催、東海大学連
携による体力向上プロジェクト、地域を見つめ直すキャリア教育、和田学校支援地域本部等が特徴。

(特別支援学
級)

〒３８６-０７０１
小県郡長和町和田１６６４
℡０２６８-８８-２００４

小県郡長和町和田１６５５
℡０２６８-８８-２０４０

〒３８９－２５０２
下高井郡野沢温泉村豊郷10144
℡０２５６９－８５－２１４１

〒３８６－１３２５
上田市中野３７７
℡０２６８－３８－２５０１

〒３９９－１６１２
下伊那分阿南町新野１２９４
℡０２６０－２４－２０２３

〒399-2221
飯田市龍江9205
℡０２６５－２７－３１６９

〒392-0015
諏訪市中洲2372-1
℡０２６６－５２－１９３３

複数年の実践

自動車：中央道飯田ＩＣから国道
１５１号線で６０分。

２３年度優れた『地域に
よる学校支援活動』の文
部大臣表彰

上田市立
塩田中学校

(特別支援学
級)
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Ｎｏ．１２　　進路指導
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

松川町立 ＪＲ飯田線
松川中学校 15 伊那大島駅下車徒歩１０分

(２)

Ｎｏ．１３　　学校保健
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等

電話

喬木村立 7
喬木第二 (1)
小学校

飯田市立 5 ＪＲ飯田線天竜峡駅下車
竜東中学校 (2) 駅からタクシーで１０分

上田市立 17 〒３８６－００３２
城下小学校 (2) 上田市諏訪形９２８－２

川上村立 ６ 〒３８４－１４０３
川上第二小学校 南佐久郡川上村秋山５５２

Ｎｏ．１４　　情操教育
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

塩尻市立 24 JR篠ノ井線　広丘駅下車
広丘小学校 (2) 徒歩１０分

長野市立 6 JR篠ノ井線篠ノ井駅下車
信里小学校 タクシー１５分

℡０２６７－９９－２２０４

①大学と連携し、生徒の記録する「生活習慣チェックシート」の記録の集計や分析を行い、生活習慣改善に向
けての取り組みに役立てている。                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②飯田市の
「結の日」に合わせて、健康な生活について考えたり取り組んだりできるよう家庭に呼びかけ、地域や家庭と
連携して健康教育に取り組んでいる。

学校グランドデザインの中に健康教育を位置付け、噛むことについて子どもの意識を高めるために、授業を中
心にした鋭角的な研究をしている。研究授業では、子ども一人一人が問題意識をもつことができるような導入
部の工夫をしている。また、養護教諭による日常的な歯磨き指導を行っている。今後、その発展として、身近
な食生活に意識を向け、「おやつのとりかた」「食べているもの」「食べ方」について研究を深めていく予
定。

学校グランドデザインの中に健康教育を位置付け、歯磨きを中心に学校と家庭が連携した活動を行っている。
１　日常的な歯磨きの促進：給食の後、夏休み・冬休みの歯磨きカレンダーを活用　　２　よい歯の週間（歯
科医の協力のもと）の実施　 ３　家庭への啓発と学校保健委員会の活動：・保健便り　・児童委員会（健康委
員会）による劇を保護者に見てもらう。・「児童の意識の変化」を強調する。

６代校長久保田俊彦先生（島木赤彦）の教え「新校訓」のもと、短歌の郷として情緒豊かな地域を背景に、短
歌等表現活動を通して、思いやりの心を培い、豊かな感性と表現力の育成に全校で取組んでいる。
(1) 朝の時間を利用した月に一度の全校短歌
(2) 毎年11月に開催される校内短歌フォーラム
(3) 短歌フォーラムin塩尻への参加など

・全校で取り組んでいる花壇づくり。学校花壇コンクールへの参加、入賞、受賞歴多数。
・花を育て 心を育てる 花壇づくり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・歴
史と伝統の中で「命」に触れる。
・一人暮らしのお年寄りへの花苗届けは、今年で10年目を迎える。

自己の生き方を考えていく進路指導のあり方
（１）地域との連携を図りながら実施される職場体験活動
（２）自己の生き方について考えられる職場体験活動事前事後学習の展開の仕方
（３）３年間でつける力を明確にした進路指導の全体計画の作成

①歯科指導を保健指導の中心にすえ、全学級で健康教育を推進している。       　　　　　　　　　　②学校
医、学校歯科医等の専門家や大学と連携して、保健教育に取り組んでいる。　　　　　　　　　　③「お口の
万歩計かみかみセンサー」を利用するなどして、食に関する指導に成果をあげている。
④保健管理や保健教育が盛り込まれた学校保健計画が策定されている。

(特別支援学
級)

℡０２６８－２３－０７０８

〒399-3303

〒３９５－１１０６
下伊那郡喬木村１３５３２
℡０２６５－３３－２００４

℡０２６５－３６－２０７３

〒３８８－８０１６
長野市篠ノ井有旅３６９２
℡０２６－２９２－０１８９ 

〒399-0706
塩尻市広丘原新田116
℡０２６３－５２－０７４２

(特別支援学
級)

(特別支援学
級)

平成２３年度春花壇最優
秀賞大賞受賞

飯田線元善光寺駅又は伊那八幡駅
下車　　タクシー20分　（直通の
路線バスなし）

下伊那郡松川町元大島３２９３

上田電鉄別所線　城下駅下車　徒
歩　約８分

平成２３年度　長野県健
康推進学校受賞校

小海線－信濃川上駅下車
村営バスー秋山中央下車２５分

平成２３年度　長野県健
康推進学校受賞校

〒３９９－２２２１

飯田市龍江９２０５
℡０２６５－２７－３１６９

小･中･特別支援学校の部 9



Ｎｏ．１５　　図書館教育
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

飯田市立 8 ＪＲ飯田線川路駅下車
川路小学校 (2) タクシー１０分

茅野市立 7 ＪＲ中央本線茅野駅下車
泉野小学校 (1) タクシー１７分

須坂市立 8 長野電鉄須坂駅下車
東中学校 (2) 長野電鉄バス「仙仁行き」

約１５分

Ｎｏ．１６　　特別支援教育
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等

電話

長野県 49 交通案内

飯田養護学校 ＪＲ飯田線 元善光寺駅下車徒歩３０分

中央道 松川ＩＣから１５分

長野市立 21 JR信越本線川中島駅下車
川中島小学校 (2) 徒歩１０分

長野養護学校 3 長野電鉄朝陽駅下車徒歩１５分

朝陽教室

稲荷山 89 JR篠ノ井線稲荷山駅下車
養護学校 徒歩２５分

しなの鉄道屋代駅下車徒歩４０分

佐久市立 ９ ＪＲ小海線滑津駅下車
岸野小学校 (2) タクシー１０分

平成２３年度北信地区図
書館大会会場校

通年

通年

平成22・23年度文部科学
省特別支援教育総合推進
事業（教育課程の編成等
についての実践研究指定
校）

長野盲学校内への知的障害特別支援学校高等部の新設教室。教科学習を中心とした教育課程を編成。自己肯定
感を育て、仲間とともに活動する青年を育てている。

障害種別を超えた知肢併置の特別支援学校。障害のある児童生徒が共に学び、生活し、互いに支え合う中で、
生きる力と思いやりの心が育まれる学校を目指している。

どの子も安心して学べる学級・学校づくりに取り組んでいる。授業の中で、文字で表現したり、絵で表現した
りといった一人一人の子どものそれぞれの表現方法が認められる学習場面が工夫されている。また、パターン
化を取り入れ、子どもたちが見通しを持ちやすく安心できる一時間の授業の流れが工夫されている。特別支援
教育の視点を全ての教科指導に生かしている。

次の３つの視点から、読書に親しみ、図書館を活用しながら、授業や様々な活動の中で「よく考え・聴き・表
現する」子どもの育ちをめざしている。
①思考力・表現力を高めるための授業への読書活動の活用のあり方
②図書館活用能力を高めるための指導計画づくりと実践
③本に親しみ読書への意欲を高めるための読書環境づくり

北信地区図書館大会での３つの提言
１　図書館独自のカリキュラムをもつこと
２　図書館で学ぶ 人・時・ものの確保とコーディネート
３　探究する子どもを刺激し、求めに応えられる図書館

○学校教育目標「今日に満足し明日を楽しみに待つ満足と期待のある学校生活づくりをめざして」を設定し、
生活単元学習・作業学習を中核にした生活づくりをしている。研究では、「自己肯定感が高まる生活づくり」
を全校テーマに、各部が下記のようにテーマを設定し、授業研究を中心に追究している。
・「自分から、自分で、めいっぱい」取り組む生活単元学習のあり方（小学部）　～子ども同士のかかわりを
広げ、もっとやりたいと思える状況づくりはどうあったらよいか～
・一人一人が自分のがんばりやよさを実感できるための生活づくり　～ふり返りや評価を大切にした支援のあ
り方～（中学部）
・自己肯定感が高まる作業学習のあり方（高等部）　～一人ひとりに合った作業内容のあり方はどうあったら
よいか～
・「つながるってうれしいね　」　～子どもたちの表出をより確かなものにしていくために～（あおぞらｸﾞﾙｰ
ﾌﾟ）
・卒業後につながる力をつけるための寄宿舎での生活づくり（寄宿舎）等について各部研究を推進している。

全校で特別支援教育に取り組み、特別支援教育の視点から、通常学級ににおけるどの子も分かる授業づくりを
推進している。

○系統性・発展性を重視した図書館利用教育のカリキュラム
・図書館利用の上で必要な力を各学年に応じて明らかにしてカリキュラムを構成
・各教科領域で年間計画に位置づけながら系統的に指導している。
・地域の読書ボランティアを活用した読書指導

〒３９１－０２１４
茅野市泉野２６４３
℡０２６６－７９－３７１２

〒３９９－２４３１
飯田市川路３４７７－１
℡０２６５－２７－２０１１

〒３９５－１１０１

下伊那郡喬木村１３９６－２

℡０２６５－３３－３７１１

〒３８２－００３３
須坂市亀倉６－６
℡０２６－２４５－２３４２

〒３８１－００１４

長野県長野市北尾張部３２１
℡０２６－２４３－７７８９

〒３８１-２２３３
長野県長野市
川中島町上氷鉋１７２
℡０２６－２８４－４１０２

〒３８７-００２２
長野県千曲市野髙場１７９５
℡０２６-２７２-２０６８

〒３８５－００６１
佐久市伴野１７２５
℡０２６７－６２－０３８４

(特別支援学
級)

(特別支援学
級)
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Ｎｏ．１７　　人権教育
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

木曽町立 4 JR中央線木曽福島駅下車
三岳中学校 (1) バス２０分

御代田町立 15 しなの鉄道御代田駅下車徒歩３０分
御代田北小学校 (2)

南牧村立 ４ ＪＲ小海線佐久海ノ口駅下車
南牧中学校 (1) 徒歩１３分

Ｎｏ．１８　　安全教育
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

伊那市立 16 ＪＲ飯田線　沢渡駅下車
春富中学校 (3) 徒歩約２０分

Ｎｏ．１９　　学校給食
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

塩尻市立 18
広陵中学校 (2) JR中央線広丘駅

徒歩２０分

佐久市立 19 長野新幹線佐久平駅下車
望月小学校 (2) タクシー　２０分

平成２３年度
「長野県学校給食優良学
校等」表彰

文部科学省人権教育研究
指定校（H２３､２４）

「一人一人のよさに気づき、共に認め合い、学び合いのできる児童の育成」を目指し、様々な人々とのつなが
りを広げ、深める学習を行っている。（１）教師の児童理解の他、ＱＵ調査を活用した人間関係づくりや学級
づくり（２）道徳の時間における、児童の身近な人権課題や体験活動と資料を関連づけた学習、自他のよさに
気づき尊重する学習の実践（３）異年齢や地域の方々、障害者や高齢者との交流を通して、共に認め合う学習
の実践（特に、認知症の高齢者との通年の交流活動の実施）

「尐人数学習集団の特性に根ざした人権感覚の育成」を目指し、自己理解と「考え・伝え合う力」をキーワー
ドに学習を行っている。人間関係の形成を促す様々なアクティビティを実施する中で、子どものつぶやきを捉
え、言葉の背景にある思いを分析しながら一人一人の豊かな心情を育む学びを重ねている。

全校の７割を占める自転車通学生を中心とした指導の充実
○職員による指導
　・独自の「通学のきまり」の作成と、きまりを遵守させるための取組
　　（交通安全教室の実施、現地指導等）
○生徒会による自治活動
　・通学委員会の設置と、通学委員会を中心とした点検活動等
○ＰＴＡとの連携
　・ＰＴＡ校外指導部による現地指導等

給食を中心にした「育てて食べる・学んで食べる」食育活動
（１）生徒会運営の「広陵ぶどう園」「学校農園」での給食の食材の栽培。
（２）家庭科「給食献立作り」で１学年生徒１８０名が作った一人ひとりのメニューを年間の給食献立に取り
入れてる。
（３）家庭生活部（部活動）で学校農園で育てた野菜を収穫し料理した。

望月教育プラットホーム(地区の園、学校、住民が協力し合って、改革を進める学校・園を支援し続ける組織)
が中心となり、小中学校、家庭が連携して学校給食を充実させ、食育を行っている。①　食育への関心を高め
るための「食育カルタ」　②　児童に収穫・栽培体験させた野菜等を食材として使用　③　日々の給食に生か
す児童及び保護者の意識調査　④　年間を通した地域食材の使用

文部科学省人権教育研究
指定校（H２１､２２）

〒３８９－０２０７
北佐久郡御代田町馬瀬口１９３５
℡０２６７－３２－２０６９

総合的な学習の時間に、全校の生徒が３年間のうちに、（１）地域の幼稚園・保育園の園児、（２）高齢者、
（３）木曽養護学校の生徒との交流ができるように３コースを設定している。また、身近な地域の方々の支援
を生かした、特色ある多様な交流の場（公民館講座との連携など）を設定している。このような経験を積むこ
とで、生徒たちは進んで様々な地域の人と関わろうとする態度を身に付けてきている。

〒３９７－０１０１
木曽町三岳6634－1
℡０２６４－４６－２６００

〒３９９－４４３２
伊那市東春近２４０８
℡０２６５－７２－５２４５

〒３８４－１３０２
南佐久郡南牧村海ノ口１１８３
℡０２６７－９６－２０１２

〒３８４－２２０４
佐久市協和６９２５
℡０２６７-５３-３１０１

〒３９９－０７０５
塩尻市広丘堅石４５７－１
℡０２６３－５３－３５３７

(特別支援学
級)

(特別支援学
級)

(特別支援学
級)
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Ｎｏ．２０　　性教育
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

茅野市立 26 〒３９１－００１３ ＪＲ中央東線茅野駅下車
宮川小学校 (3) 茅野市宮川４６３２ 駅からタクシーで１０分

Ｎｏ．２１　　帰国児童生徒教育・日本語指導教室
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

箕輪町立 17 ＪＲ飯田線
箕輪北小学校 (3) 沢駅下車　徒歩５分

Ｎｏ．２２　　へき地教育・山村留学
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

松川町立 5 ＪＲ飯田線伊那大島駅下車
松川東小学校 タクシー３０分

売木村立 小６ ＪＲ飯田線温田駅下車
売木小中学校 中３ バス４０分

飯田市立 3 中央自動車道
上村小学校 松川ＩＣ下車　１時間

Ｎｏ．２３　　学校設備
学級数 〒 交通案内

学　校　名 所在地 　郡市 　町村 　　　　番地 　線　駅下車徒歩（バス）　分  特 色 の 概 要 実践方法等
電話

大町市立 14 交通案内
大町西小学校 (2) JR大糸線　信濃大町駅下車

徒歩約２０分

℡０２６６－７２－３０２４

平成23年度
「長野県視覚・放送教
育」研究校

平成23年度
性に関する指導者実践発
表校

尐人数学級の学習指導について、尐人数のよさを生かした学習指導のあり方の研究を深める。
（１）操作活動を大切にし、子ども同士がかかわり合いをもちながら考えを深めていく追究のあり方
（２）同単元同内容指導におけるカリキュラム（ＡＢ年度案）の研究と作成

村の山村留学事業により、都会から自然豊かな農山村に来て、心身を鍛えたり体験活動を行ったりしながら学
ぶ児童生徒
（１）交友関係を広げたり農山村文化に触れたりしながら多面的な見方を身につける都会の子ども
（２）都会から来た子どもと学習する中で意欲を喚起されコミュニケーションの力を広げる村の子ども

全校生徒１７名という極めて小規模の学校で、一人ひとりを大切にしながら、小規模の良さを活かした教育活
動に取り組んでいる。
①学習や生活面での子ども達の成長を、一人ひとりについて把握し、きめ細やかな支援に当たっている。
②行事や授業を近隣の小中学校との連携を図りながら行い、児童同士の関わり合いの中での成長を大切にして
いる。
③地域からの支援と共に、地域へ発信する活動を取り入れ、地域との連携を深めた教育活動を推進している。

電子黒板の活用
（１）全ての教室に電子黒板が設置されている。
（２）デジタルカメラなどの使用も含め、児童が電子黒板の使用方法を習得しており、日常の授業に活用され
ている。

自分を肯定的にとらえ、人と人とのつながりを大切にできる子どもになってほしいと願い、４年生の「性に関
する教育」に「ＷＹＳＨ教育」を取り入れて実践している。ＷＹＳＨとはWellbeing of Youth in Social
Happiness (若者の真の幸福）であり、全ての子どもたちが心身ともに健やかで、幸せに過ごすことができる社
会を目指す私たちの決意を表す言葉です。

・人権教育の中の一環として、簡単な言葉や文化の紹介を中心とした外国籍児童との交流を児童会の企画とし
て行い、互いに理解し合う活動をすすめている。
・ベトナム現地校（ヴィンセント小学校）との交流も計画している。
・独自の教材で日本語指導教室を運営している。

(特別支援学
級)

〒３９９－４６０１
上伊那郡箕輪町中箕輪４７５
℡０２６５－７９－２１６９

〒３９９－１６０１
下伊那郡売木村２６５６
℡０２６０－２８－２３３１

〒３９９－３３０２
松川町生田４７３５
℡０２６５－３６－２３０３

〒３９８－０００２
大町市大町４７７３－３
℡０２６１－２２－００１９

〒３９９－１４０３
長野県飯田市上村８３８
℡０２６０－３６－２１４１

(特別支援学
級)

(特別支援学
級)

(特別支援学
級)
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